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1 ． 問題 の 所 在 ： 〈身体 的 な男性優位〉 神 話 とス ポー ッ

カ オ リ　 3 年生の 夏の 大会の 時 に ， 何か み んな ， 最後の決定戦の 時に 見て た ら
，

　　「か っ こ よ か っ た な 」っ て 思 っ た ん で す よ， その 時 に 。 それ で ， 仲間 っ て い う

　　か
， 何 か 上 の す ごい 高い 存在みた い に な っ ち ゃ っ て ， 尊敬す る よ うな人 に な

　っ ち ゃ っ た んで す よ， それ 見 て か ら。 最後 ， 見せ た涙 とか 見て 「す ごい
。 や

　っ ぱ り男子 はす ごい な 」〔と思 っ た 〕。

（2000年 3月 の イ ン タ ビ ュ
ー よ り。 名前 は仮名 ， 括弧内引用者注 ， 以 下 同じ 。 ）

　 こ れ は ， 関東地方の あ る公 立中学校の 女子 柔道部員が
， 同 じ柔道部 の 男子部員に

対 す る自らの 考え に つ い て語 っ た言葉で あ る 。 彼女た ち は中学 1 年の とき か らず っ

と同 じ柔道部 で 男子部員 と活動 を と もに し， 団体戦で の 関東大会出場 を と もに 目標

に掲 げ， 男子 と変わ らない 厳 しい 練習に 耐えて きた
。

3 年生の 夏 の 大会 で
， 男子団

体チ ーム は関東大 会出場 をか けた決 定戦 まで 見事 に 勝 ち進 む 。 惜 し くも敗れ は した

もの の ， 強豪校 を相手 に善戦 した彼 らの 活躍 は， 関係者 に と っ て 印象深 い 出来事 と

な っ た 。 先 に 紹介 した女子部員の 言葉は ， その 試合を応援 し て い た と き に 抱 い た彼

女の 思 い を述べ た もの で あ る 。

　実 は ， 同 じ大会で 彼女 の所属す る女 子 団体 チ ーム は上 位入 賞 を果 た し ， 関東大会

の 出場権 を獲得 した 。 大会成績か らすれ ば男子 よ り良い 結果 を残 して い るに もか か

わ らず ， 彼女 た ち は なぜ男子部員 を 自分 た ち よ り 「上 」 の存在 と認 めて い るの だ ろ
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うか 。

　本稿 は ， 中学校 の 柔道部 に お け る フ ィ
ー

ル ド ・ワ
ー

ク を もと に ， 身体能力 ，
と り

わ けス ポ ーツ に 関わ る身体能力 を め ぐるジ ェ ン ダー間の関係が
， 常に男性が女性に

優 る もの と して人 々 に意識さ れ る の は なぜ な の か
，

そ の メ カ ニ ズ ム を明らか に し よ

うとす る もの で ある 。

　「ジ ェ ン ダー」と い う語が
一

般 に 定着 した現在で も， 身体能力 に お け る性差の 存在

は
， 「ジ ェ ン ダー」で は な く 「セ ッ クス 」の

一
部 と し て 自明視 さ れ て い る

（1）
。 しか

し，
90年代以 降の ポ ス ト構造主義 フ ェ ミニ ズ ム が

， 生物学的性差 （ニ セ ッ クス ） も

また 社会的 ・文 化 的 実践 に よ り構 築 され た ジ ェ ン ダー で あ る と喝 破 した よ うに

（Butler訳書　1999
，
29頁）， 身体能力に お い て 男性が 常に 女 性に 優 る と い う信念

は ， 平 均に お ける男女 差の 存在 を個別 の 男女 差 に 敷衍 した結果 産み 出された誤 解に

過 ぎない （Volgler＆ Schwartz　l993，伊藤 2001）。 本稿で は ， 「男性 は女性 よ り も

身体能力に お い て優れて い る」とい うジ ェ ン ダーをめ ぐる信念 を ， 〈身体的な男性優

位〉と呼ぶ こ ととす る 。 〈身体的 な男性優位〉は ， 身体的な性差 の存在 を絶対視 す る

本質主義的な ジ ェ ン ダー
観 に 基づ く 「神話」 （Barthes　1954）で ある

（2）
。 〈身体的な

男性優位〉の 中身は ，   身長や 骨格な ど体型 に 関する もの ，   筋力や走力な ど体力・

運動能力に 関す る もの
，   攻撃性や暴力性な ど身体使用 の志 向性に 関す る もの

，
の

3 つ が さ しあた り想定で き るだ ろ う。 これ らは それ ぞれ 「男性の 方が体 が大 き い 」

「男性 の 方が 運動能力が 高 い 」「男性 の 方が 攻撃的で ある」 と い っ た形で
， 男性が 女

性 よ り も上 で ある こ と を当然視す る 言説 と実践の 蓄積に よ っ て神話化 さ れ て い る
。

こ うした
…

連 の 〈身体的な男性優位〉 神話の 維持／再生産 に大 きな役割 を果 た して

い る もの の
一

つ が 運動 ・ス ポーツ とい う問題 領域で あ る 。

　 日本に お け る 「ジ ェ ン ダー と教育」研究は
， 従来， 主 と し て職業達成 ・ 教育達成

の メ カ ニ ズ ム が い か に ジ ェ ン ダーに よ る分 割 を包含 して い るか を問題 化 して きた 。

しか し，
こ う した 「平等主義 ア プ ロ ーチ 」 （＝ リベ ラル ・フ ェ ミニ ズ ム ） に よる研 究

が
一

定の 成果を上 げて きた
一

方で ， 「教育達成に 直接関連 しない よ うに見 える現象」

は周辺 化 され て きた と言わ れ る （中西
・堀 　1997， 85頁）

（3）
。

ス ポー
ツ とい う領域 も

また ， その よ うに して 周辺 化 され て きた現象の
一

つ で あ る 。

　 こ こ で ， 〈身体的な男性優位〉神話 とジ ェ ン ダー概念 との 関係に っ い て 確認して お

きた い
。 か っ て Delphy （1989）は ， ジ ェ ン ダーが 「男」／ 「女 」 とい う二 つ の 項か

ら成 る概念で はな く， 「男／女」とい う分割それ 自身 とい う
一

つ の 概念 として 捉 え ら

れ る べ き もの で あ る こ と ， そ して 分割 され た 「男／女」 の 関係 は非対称 的で あ り，
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男女間の 序列が ジ ェ ン ダー概念 に含 まれ て い る こ とを指摘 した 。 ジ ェ ン ダー概念 を

この よ うに理 解す るな ら ば ， ジ ェ ン ダー
研究の 対象 は ， 「男 と い うジ ェ ン ダー／女 と

い うジ ェ ン ダー
」 とい う二 つ の ジ ェ ンダーで は な く， 男女 の 関係 性 とい う

一
つ の ジ

ェ ン ダー とな る （．ヒ野 　1995
，
12頁）。

　 こ の よ うな ジ ェ ン ダー理解 に 基づ い て 概念化 さ れ た社会 学用語 が ，「ジ ェ ン ダー秩

序」 と 「ジ ェ ン ダー体制」で あ る 。 ジ ェ ン ダー秩序 と は ， 社会 に通底す る歴 史的に

構成 され た 男女間の 権力関係 を表す概念 で あ り， ジ ェ ン ダー体制 とは ，
ジ ェ ン ダー

秩 序 に 基 づ い て 産 出 され た個別具 体 的 な社会制度 の あ り方を指 す （Connell訳書

1993， 161， 189頁）。 個々 の ジ ェ ン ダー体制の 構成原理 で あ る ジ ェ ン ダー
秩序は ， 「性

別 分業」 と 「異性愛」とい う二 つ の パ ター ン と して 把握す る こ とが で き る （江 原

2001， 120−158頁）。 本稿が扱お う とす る く身体的な男性優位〉 は ， 男性に 〈身体 的

強 さ〉 を ， 女性 に 〈身体 的弱 さ〉 を意味付与す る こ と に よ っ て ， 男女に 異 なる役割

を割 り当て る 「性別分業」 と
， 男女 の 対関係 を 自明視 す る 「異性愛」の 両方 の パ タ

ー ン を正 当化す る ジ ェ ン ダー
の神話 と して 位置づ ける こ とが で き る 。 〈身体 的な男性

優位〉 と い うジ ェ ン ダー
の 神話 は ，

ス ポー
ツ とい う制 度 をめ ぐる社会構造の なか で

生 成す る具体 的なス ポー ツ実践 を通 じて 維持／再生産 さ れ て い る 。

　筆者は
，
1999年 4 月か ら2000年 7 月 に か けての 約 1 年半 ， 関東地方の 公立 A 中学

校 の 柔 道部で フ ィ
ール ド ・ワ

ー
ク を行 う機会 を得た

 
。 以 ドで は ， この 調査 で 得た

データ を用 い なが ら ， 中学校 で の ス ポー
ツ活動 とい う特定の 場 に お い て ， 〈身体的な

男性優位〉神話が ど の よ うに 維持 され て い るの か を具体的 に検討 して い く。

2 ．　 A 中柔道 部 とい う世界 ：活 動内容に お け るジ ェ ン ダー の 平 等

　は じめ に
，

A 中学校 と柔道部に つ い て 簡単 に素描して お こ う。　 A 中学校 は 1学年

4 〜 5 ク ラ ス で 生徒数 480名の 中規模校で あ る 。 部活動 は盛ん で ， 文化部 10， 運動部

12の 合計22部が 置か れ ， 生徒の 9割 以上 が なん らか の 部活動 に 参加 して い る 。 複数

の 運動部 が 県大会 へ の 出場経験 を持 っ て お り， 中で も柔道部 は ， 私立 の 強豪校が ひ

しめ く中 ， 県大 会 は もち ろ ん 関東大会出場 も狙 え る有力チ ーム と して 地域で 知 られ

た 存在で あ る 。 99年度 の 部 員 数 は計 20名 （男子 14， 女子 6 ）で
， 内訳 は 3 年生 8名

（男子 6 ， 女子 2），
2 年生 9名 （男子 6 ， 女子 3 ）， 1 年生 3名 （男子 2

， 女子 1 ）

で あ っ た 。 A 中柔 道部 は ， 正確 には 「男子柔道部 」 と 「女子柔道部」 とに 組織上分

か れ て い るの だ が ， 顧 問の T 先生が 男子 部 と女子部 をか けもち して い るた め
， 普段

の活動 は 男女
一
斉に 行 っ て い る 。 そ の た め部員 た ち は ， 普段か ら男子部／女子 部 を
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区別 して お らず， 「「柔道部員』 っ て 言わ れた ら 〔男女 を問わ ず〕全 員 〔が頭 に浮か

ぶ 〕」 （3 年男子 キ ャ プテ ン ） と い う よ うに ， 男女 全員が 〈柔道部〉 とい う同
一

の集

団 として認識され て い る，

　柔道部で は
， 平 日 と学校の ある土曜 日

 
は ほぼ毎日， 放課後 に練習が行わ れ る 。

休 日の 土 日に も月に 2 回程度対外試合等が入 る 。
つ ま り， 最低 で も週に 5 日は活動

が 行われ る こ とに な る。
こ れ に 加え ， 毎朝始業前に 早朝練習 として 筋力 ト レ ー ニ ン

グを行 う。 平 日の 放課後練習は 「外錬」 と呼 ばれ る グ ラ ウ ン ドで の トレ ー ニ ン グか

らス ター トす る 。 「外錬」 は全 員体育着で 行 う。 最初 に 1500メ ー トル の ラ ン ニ ン グ
，

続 い て グ ラウ ン ド脇 に あ る鉄棒付近 で ， 懸垂 や ス ク ワ ッ トを始め とす る
一

連 の基礎

トレ ーニ ン グ ・ メ ニ ュ
ーを こ なす 。 「外錬」 に 要する時間は お よ そ 40−50分で ある 。

「外錬」が終 わ る と， 全 員柔道着 に着替 え ， 校舎 内に ある武道場 で の 練習が始 まる
。

体重別で 同 じ くらい の階級で ， 技術 的に も同程度 の者 同士 が ペ ア を組み ，「打ち 込 み」

「投げ込 み 」「乱取 り」 と い っ た メ ニ ュ
ー をそ れ ぞ れ 時問 を計 りな が ら十数本ずつ 行

う 。
これ らの メ ニ ュ

ー を一
通 り終 えた ら， 最後 に 柔軟体操 を行 う。

こ うした
一
連の

武道場 で の練習 は 2 時間 か ら 2 時間半 に及ぶ 。

　 こ うした柔道部の練習は ， 運 動部の盛 ん なA 中の 中で もと りわ け厳 しい もの とし

て 知 られ て い る
。
A 中で 柔道部に 入 る と い うこ と は ， 他の 部に突出して 厳しい 練習

に 耐 えな けれ ば な らな い と い う意 味で ，

一
般 の 生徒か ら は 「あ る意味特別 な こ

と」
 

と見な され て い る。 対外試合が多 く， たび た び上位 に入賞す る柔道部 は ， 全校

生徒の 前で 表彰 され る機会も目立 っ て 多 い
。 表彰数 の 多 さ は ， 練習の 厳 し さ を裏付

け る もの と して ， 柔道部 の 「特別 さ」 を他の 生 徒た ち に よ り強 く印象付 けて い る 。

　 こ の よ うに ， 校内で 最 も厳 しい とされ る柔道部 に あえて 入部す る と い うこ とは ，

男子に と っ て もそ うだが ， 女子 に と っ て は余計 に 「特別 な こ と」 と言え る 。 なぜ な

ら，
A 中で はほ とん どの 運 動部 が男女 別 に活動 を行 っ て お り ， 活動 内容 も男女で 異

な るの が一
般 的で あ るが ， そ の 中で ， 柔道部だ け は基礎 トレ ーニ ン グか ら武道場 で

の 乱取 りに至 る ま で ， 男女共通 の 練習 メ ニ ュ
ーが 組 まれ て お り， 性別 に よる練習 内

容 の違 い は基本的に 存在 しな い か らで ある 。 男子 に と っ て も 「き つ い 」 と され る練

習 に女子 もま っ た く同等 に参加 して い る と い う点 は ， 他の運動部 に はみ られ ない 柔

道部だ けの 特徴 で ある 。 言 うなれ ば ， 柔道部の 女子部員 は， A 中の女 子生徒の 中で

も っ とも厳 し い 運動 に従事 して い る者た ち と位 置付 け られ るだろ う。
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〈身体的な男性優位〉神話はなぜ維持される のか

3 ． 柔道部の ジ ェ ン ダー体 制 ：活動空間 に お け る ジ ェ ン ダーの 分 離

3．1． 武道場 の 「男 子 エ リア」 と 「女 子 エ リア」

　男女が ま っ た く同 じ練習メ ニ ュ
ー を課 され る と い うA 中柔道部 の 活動 は ， 性別 に

よ る差異 的処遇 の存在 しな い
， あ る意味で 「先進的」な ス ポーツ 実践例の よう に見

えな くもな い
。 しか し ， 男女 が 同 じ時間 ， 同 じ活動 を行 うと い うこ と は ， 性 に よ る

区分が解消 され るこ とを意味す るわ けで はな い 。

　最初の 練習メ ニ ュ
ー

で あ るグ ラウ ン ドで の 1500メー トル 走 で は ， 柔道部員全員が

列 を な して ラ ン ニ ン グ を行 うが
， そ こ で の 並 び方 は ， 前方 に男子部員 ， 後 方 に女 子

部員 と い つ も決 ま っ て い る 。 次 の 基礎 トレ ーニ ン グで は ， 男子 と女子 が鉄棒の 前 に

そ れ ぞ れ 別の 列 を作 っ て 並ぶ 。
二 人 ず つ 組 んで 行 う トレ ー ニ ン グで も ， 男子 は 男子

同士
， 女子 は女子同士 で 組 む 。 掛 け声 な どで 練習 の 指示 を 出す の は 3 年生 の 男子 キ

ャ プ テ ン で あ る 。 女子の キ ャ プ テ ン は ， 女子 部員 に 指示 を出す こ とは あ っ て も， 男

子 を含め た柔道部員全体 に指示 を出す こ とはない
。 全体 を取 り仕切 るの は， あ くま

で も男子 キ ャ プ テ ン で あ る 。 男子部 員た ち と女子 部員た ち は ， 確か に 同 じ練習 に打

ち込 ん で い るが ， 決 して 入 り混 じる こ とはな く， 男女 の 部員の 間に は， ま るで 見 え

ない 境界線が 引か れ て い るか の よ うに ， 男女 分離 の 位置関係が終始保た れ る 。

　続 く武道場 で の 練習で は
，

そ の よ うな男女分離 の 様相 を よ りは っ き りと見て 取 る

こ とが で き る 。 図 1 は， ある 日の 武道場で の練習 に お け る部員の 位置関係 を示 した

もの で あ る 。 武道場 の入 り口か ら見 て奥 の 方に 男子 ， 手前に 女子 が場所 を取 っ て い

るこ とが わか る
。 打ち込 み練習 の組み合わ せ は ， こ こで も男子 同士 ， 女 子 同士の み

で あ る。武道場で の 練習 の 間 ， 図示 した よ うな男女の 位置関係 は ほぼ
一

貫 して維持

され る 。 女子 部員 た ちが 男子 部員の い る場所 に せ り出 し て行 くこ と （あ る い はそ の

逆 ） は滅多に な く，
こ こ で も， あた か も見 えない 境界線が 引 い て あ るか の よ うに

，

男子 と女 子 の 練習ス ペ ース が 重 な り合 うこ と は ほ とん どない
。

こ の 男女 間の 「境界

線 」が何 か の 弾 みで 越え られた場合には ， 次の よ うな光景が繰 り広げ られ た 。

（フ ィ
ール ド。ノ ー トよ り）

− 2 年生 の 男子 部員二 人 が 乱取 りを して い る うち に 女子部員の 居 る場所 に入 り込

んで し まう。
2 年女子 は動 く場所が な くな っ て と ま ど っ て い る 。 その 様子 に気づ い

た 2 年男子 の 会話 。

　カ ズ ヤ （2 年男子 ）　 （ケ ン に 向か っ て ） こ こ は女子 の エ リ ア だ と 。
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図 1　 武道場 に お け る部員の 位置関係
1］

畳敷 き

）

）

【記号の 意味 】
2 ）

●　3 年女子 ， 0 　2 年女子

▲ 　3 年男子 ，
△ 　2 年男子，

▽　1年 男子

〈注 ＞

1 ） 1999 年 5 月 6 凵 の 放 課 後練習で の 様子 を図 示 した もの で あ る 。

2 ） こ の 日 ，
1年女子 は 欠席，

2 年女子 1名 は 早退 ， 1年男子 1名 は こ の とき席 を外 して い た 。

　 ケ ン （2 年男子）　 　 （カ ズヤ に 向か っ て ， ふ ざける よ うに）失礼 だ ろ 。

　 カ ズ ヤ とケ ン は男子 の い る奥 の ス ペ ース へ と移動す る 。 二 人が 場所 を空 け るの を

待 っ て い る 2 年女子 に対 し ， そ の様子 を見て い た 3 年女子 の
一

人が 事態をフ ォ ロ ー

す る よ うに声 をか ける 。

　ア ヤ （3 年女子 ）　　 （「境界線」 を指差 して ）こ こ 有刺鉄 線が あ っ た りす る 。 越

　　　える と ビ リ ビ リビ リ…
っ て

， な 一んで こ んな話 して るん だ （笑）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （1999年 4月19日）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　〈身体的な男性優位〉神話はなぜ維持されるのか

　こ の ように ， 武道場 にお け る男女間の 「境界線」の 存在 は
， 部員た ち に明確 に意

識され て お り， 双方の 「エ リア」 を踏 み越 え る こ と は例外的な こ と と して認識 され

てい る。言 っ て みれ ば ， 武道場 の 中で 「境界線」よ り奥 の ス ペ ース が 「男子柔道部」

の練習場 所で あ り， それ よ り手前の 余 っ た ス ペ ース が 「女子 柔道部」 の練習場 所 と

な っ て い るの で あ る 。 部員た ち は ，
こ の 男女 間の 「境界線」 に つ い て 次の よ うに述

べ る Q

（筆者の 「どうして 武道場 で 男女 の 場所が分か れ て い るの ？」 との 問い に対 し て）

　タ ク ヤ （3 年男子 ）　　 勝手 に 多分 ， 分 か れ て い る と思 うん です 。

　ヒ ロ シ （3 年男子 ）　　 自然 に なんか ， ああな っ て ます 。

　タ イ チ （3 年男子 ）　　 暗黙 の 了解で 分 か れ て る 。

　ア ヤ （3 年女子）　　 な んか あ ま り気 に した こ とが なか っ た んで す け ど
， なん か

　　　い つ の 間 に か 女子 ， 男子 に な っ て た ん で 。

　カ オ リ （3 年女子）　 特別 ， 何か 意識 して い る わ け じ ゃ な い ん で す け ど ， な ん か

　　　あの 位置 ， あ の位 置
…

。 私が
一

年生 の と き か らな ん か ， あ っ ち の ほ う 〔武道

　　　場の 入 口 に近 い 方〕で 練習 してた ん です よ 。
い つ もの い や すい 位置 っ て い う

　　　か 。 あん ま りど真ん 中， 陣取れ な い じ ゃ な い で す か ， や っ ぱ りな んか 。 私 は

　　　何か ， ち ょ っ と男子 は多い んで
， 男子 の ほ うが ス ペ ー

ス が ない とパ ワ フ ル な

ん で ， 男 子の ほ うが 〔広 い ス ペ ース を使 う〕っ て い う感 じ も， 「そ うなの か な」

っ て
， そ う言わ れ る と思 う気が す るん で す け ど 。

　　　　　　　　　　　　　　 （い ずれ も2000年 3 月の イ ン タ ビ ュ
ー よ り）

　多 くの部員 は， 武道場で の 練習場所の 分離は ， 顧問の 先生 や男子キ ャ プテ ン が決

めた わ けで は な く， 「い つ の 間に か」 「自然 に 」「勝手 に 」部員た ち が分か れ た結果で

あ る とい う。 また ， 最後 の 女子部員の 証言に よれ ば， 武道場 入 凵付近 の ス ペ ース は ，

1年生の ときか ら女子部員 に と っ て 「い つ もの い やす い 位置 」で あ っ た とい う 。
こ

れ に は ， 現在 3 年生で ある彼女が 新入 部員で あ っ た 2 年前 ， 女子 部員 は 1 年生 の み

で あ っ た とい う こ と も関係 し て い るだ ろ う。 男子 の 先 輩た ちが 練習 して い る よ うな

「ど真ん中」に は入 っ て い きづ らか っ た の だ 。 しか し， 自分た ち の学年が上 が り ， 女

子部員 の 数が 増 え て か ら もな お ， 彼女 た ちが堂 々 と Fど真ん 中」 を陣取 る こ とはな

か っ た 。 そ して 今 と な っ て は ， 男女が こ の よ うな形 で 分 かれ る こ とが「暗黙 の 了解」

とな っ て い る 。
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　図 1 を見れ ばわ か る よ うに ， 男女の 練習ス ペ ース を比較 す る と
， 部員 の 人数 に応

じて 男子 は よ り広 く， 女 子 は細長 く狭 い
。 こ うした男女の ス ペ

ー
ス 配分 は， 男女の

人 数比 に応 じて 割 り当て られた もの として考 えれ ば公平で ある よ うに見 えな くもな

い
。 しか し ， 乱取 りの 練習な どで は試合 を想定 した ラ ン ダム な移動が行わ れ るの が

普通 で あ る 。

一
人 ひ と りが移動可能な面積 と して 考 え て み る と

， 男子 は女子 の お よ

そ3倍の ス ペ ース を移動 で き るの に対 し ， 女子 は そ の 3分 の 1 の 細長 く狭い ス ペ ース

の 中で 限 られたパ ター ン の 移動 しか で きな い こ と に な る 。 した が っ て ，

一人 当た り

の移動可能面積 と い う捉 え方をすれ ば
， 人数 に 応 じて 女子 の練習ス ペ ース が狭 く割

り当て られ て い る こ とに よ っ て ， 女子 の 移動範囲が 男子 に 比 べ て制 限され て い る こ

とが 理 解で きる だ ろ う。

　 こ の よ うに ， A 中柔道部 で は
， 活動 内容 に お け るジ ェ ン ダーの 平等が確保 され る

一
方で ， 活動空 間に お い て は ジ ェ ン ダーの 分 離が 支配 して い る 。 部員た ち は ， 男女

を問わ ず く柔道部〉 と い う
一

つ の 集団 と して お 互 い を認 識 して い なが ら ， 具体的な

活動場面で は ， あた か も 「男子 柔道部」に 「女子柔道部」が付随 して い る か の よ う

な ジ ェ ン ダ
ー
体制 を維持す るの で あ る 。

3．2， 「境界線」 を越え る試み

　武道場 に お ける男女間の 「境界線」 は ， 部活の 練習時間 を通 じて 基本 的に は 常に

維持 され て い る。 しか し， 女子部員の 中に は ， この 「境界線」 をあえて 踏み越 えよ

う とす る者 も見受 け られ た 。
こ の現象が み られ たの は， 比較的移動 の はげしい 「立

ち技乱取 り」 の練習 中で あ る
 

。 初 め は女子の エ リア 内で 組 ん で い た女子 同士の組

が ， 途 中か ら男子 の ス ペ ー
ス で ある武道場の 奥 の 方 へ あた か も自然 に移動 して い っ

た
。

（フ ィ
ール ド・ノー

トよ り）

　　「立 ち 技乱取 り」の途中 ， 2 年女子 （ミホ コ ） と組 ん で い た 3年女子 （カ オ リ）

が ， 「女子 エ リア 」か ら自然 に移動 し
， 武道場の 中央で乱取 りを始め る 。 周 りの部

　員 の反応 は と くに な い
。 （

…
中略…）先 ほ ど と同 じ 3年女 子 （カオ リ）が 1年男子

　（ユ ウ キ）と組ん で い る 。 最初 は女子 エ リアで組んで い たが ， 途 中で カ オ リが ユ ウ

キ を奥 の ほ うまで 連れて行 っ て 再 び組 み始め る。 こ の 出来事に触発 され た の か ，

別の 3年女子 （ア ヤ ） と 2年男子 （ツ ヨ シ ）の 組 も ， 自然 と中央 よ り奧の 場所で

組み 始 め た 。 （…中略…）今度 は 2年女 子 （リカー ヒ トミ）の組が ， 最初か らか な
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〈身体的な男性優位〉神話は なぜ維持されるの か

り中央で 組 み始 めた 。 他の 部員 は と くに 気 に して い る様子 もな く， あ たか も普段

か ら男女 の境界無 く乱取 りが行 われ て い るか の よ うで あ る 。 男子 と女子の 「境界

線」が ，

一
時的 に見 えな くな っ た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （1999年 7 月 7 日）

　「境界線」を越 え る試み を率先 して 行 っ て い た の は ， 3 年女子 の カオ リで ある 。 彼

女 が乱取 り相手の 後輩女子部員 と と もに武道場 の 中央付近 まで 移動 して い っ た こ と

を き っ か けに ， 武道場 に 厳然 と存在 して い た はずの 男女 の 「境界線」 は，み るみ る

うち に か き消 さ れ た 。 彼女の 「越境行為」を見咎 め よ う とす る者 は い な い
。 前節 （3．

1．） に見 た ， 女子 エ リアに 入 っ て きた男子 を先輩女 子部員が や ん わ りと追い 返 した

場面 と比較 し て み よ う。 女 子 が 男子 エ リア に進出する こ と は ， 実の と こ ろ ， さ ほ ど

厳密 に禁止 され て い るわ けで は ない の で あ る 。 しか し ， こ う して
一

時的 に解消 され

て い た 「境界線」は，次 の練習 メ ニ ュ
ーが 始 まる 頃 に は再 び い つ も通 り の 姿を現 し

た 。 彼女が い くら 「境界線」 を越 え て み て も， そ れ は あ くまで も
一

時的 な現象 に と

どま り， 「境界線 」の 存在を根本的に 無化す る こ と に は つ な が らな い 。

一
体なぜ だ ろ

うか 。

　カ オ リは， 「境界線」 を越え る行為 に つ い て 次の よ うに 述 べ る。

カ オ リ　　女子 は何か T 先生 に は言わ れ る んで すけ ど
， 〔場所が狭い の で 〕何か 壁

　　際 に 行 っ た ら 〔乱取 りを〕や め る とか ， そ うい う感 じが多い んで す よ ， うち

　　の 子 た ち とや っ て る と 。 後輩 とや っ て て も分か るんで す け ど。 私 は ， け っ こ

　　う引 っ 張 っ て っ て ， 〔武道場 の 〕中 〔の 方に 〕入 れ て
， 続け よ う っ て 思 うん で

　　す け ど ， 何か 壁 際 ， 来ち ゃ っ た ら ， ぱっ と放 しち ゃ う っ て い う感 じで ， 「し ょ

　　うが な い か 」み た い な 感 じ 。 私 は も う連れ て っ て ， も う続 ける っ て い う， そ

　　 うい う感 じなん で す よ 。

筆者　何か 見た こ とある わ （笑）。

カ オ リ　 なん で す けど ， 何か 後輩 とか だ と， ぱ っ とや め ち ゃ っ て ， 中 ， 行 っ て ，

　　また最初か ら っ て い う ， そ う い う感 じなん で 。 それ は ， ち ょ っ と気に入 らな

　　い んで す け ど 。

筆者　そ う 。

カ オ リ　そ れ は し ょ うが な い か な と思 っ て
。 そ うい うの が あ る ん で ， なか なか そ

　　の 枠か ら出れ ない の か な っ て 。
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（2000年 3 月）

　彼女 は， 「女子 エ リア 」と い う 「枠」か ら出 よう としない 後輩の 女子 部員た ち を は

が ゆ く思 っ て い る 。 男女の 「境界線」が 解消 され な い 原因の ひ と つ は ， 多 くの 女子

部員が 「女 子 エ リア」 と い う 「枠 」を出 よ う と しな い こ とに あ る と い えよ う。

　女子部員が 「境界線」 を越 えて 男子 の ス ペ ース で 乱取 りを行 っ た と き ， 男子部員

た ち は何 ら気に す る そ ぶ りを見せ なか っ た。 この こ とは ， 女子 を 「女子 エ リア」内

に 閉 じ込 め よ う とす る男子 側の 明示 的 な圧力 は存在 しない こ とを示 して い る。
に も

か か わ らず ， なぜ 彼女た ち は 自分 た ちの 「枠 」に 留 ま り続 け るの だ ろ うか 。

　理 由は い くつ か 考え られ る 。 第
一

の 理 由は ， 女子 の 「枠」 に留 まる こ と の メ リ ッ

トで ある 。 男女 間の 「境界線」 を一
切 な くす とい うこ と は ， 女子 に と っ て ， 常に 男

子 に伍 して練習ス ペ ース を切 り開 い て い く必要に 迫 られ る と い う こ とで もあ る。 男

子 の支配する 空間に 割 り込 んで い くリス ク を負 うよ りは ， 狭 くと も女 子専用 の ス ペ

ース を確保す る方が安心 して 練習 で きる とい う面 もあるだ ろ う。 第 二 に ， 多 くの 女

子 部員が 男女 の 「境界線」の 存在 に 対 して 疑問 を感 じて い ない こ とが挙 げられ る 。

ア ヤが こ の 問題 に つ い て ， 「あ ま り気 に した こ とが な か っ た 」 と述 べ て い る よ うに ，

多 くの女子部員 に と っ て ， 男女 の 居場所が分か れ る こ とは ご く 「自然」な こ とで あ

り， 当た り前 の 日常 なの で あ る。 分 か れ て い る こ とが 当然だ と思 えば ， 「境界線」を

あ えて越 えて や ろ う と い う意識 は生れ て こ ない 。 そ して 第三 に は ， 男子 の側 の 問題

が 挙 げ られ る 。 イ ン タ ビ ュ
ー

で は男子部員全員が ， 「境界線 」の 存在 は 「自然」で あ

り， 普段意識 す る こ と もな い と答 えて い た （3．1．節）。 しか し ，
そ れで は 「境界線」

が な くな っ て もか まわ な い の か と い うと
， 決 して そ うい うわ けで はな い 。 ある男子

部員 は ， も し もある 日練習の 最初 か ら女 子 が 武道場 の奥 で 練習 して い る と い うよ う

な こ とが あ っ た ら， 違和感 を感 じる と述 べ る 。

筆者　 〔もし も〕女子が い きな り奥の ほ う 〔＝ 男子の 練習ス ペ ース 〕で 固 ま っ て

　　練習 して い た りした ら， 「あれ ， 変だ な」 っ て 感 じ ？

シ ン ゴ　思 い ます 。 な い で すけ ど， そ うい うの は 。 まず ， な い で す け ど 。

筆者　な さそ うだ け ど ， も しそ うい うこ とが あ っ た ら不思議 っ て 思 う ？

シ ン ゴ　 「あれ っ 」 と思 い ます よ 。 何か あ っ た の か
， 聞 き ます ね 。 聞 きに くい で

す け どね 。

（2000年 3 月）
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〈身体的な男性優位〉神話はなぜ維持されるのか

　彼 は ， 女子が男子の ス ペ ー
ス を占拠 す る よ うな事態 は あ りえ ない と言 い 切 る。 つ

ま り， 男子部 員に とっ て は ， 女子 は女子 の ス ペ ース に い る こ とが 「当た り前」 で あ

る とい う基本 的な前提が ある 。 だか らこ そ彼 らは ， 乱取 りの 最中に女 子が男子 の ス

ペ ー
ス に進 出 して き て も， あ くまで も

一
時的 な こ となの だか ら気に す る ほ どの こ と

で は な い と感 じ る の だ ろ う 。 男子部員た ちが 「境界線」 の存在 を当然視す る揺 る ぎ

な い 感覚が
， 女子部員 に よる 「境界線」の 攪乱行為を無効化する 見 えな い 力 に な っ

て い る とい える 。 か れ らが
， 男女が分かれ て い る こ とが 「自然」で あ る と感 じて し

ま う背景 に は，

一
体何が あ るの だ ろ うか 。

4 ．　 〈男性 優位 〉 を脅か さな い メ カ ニ ズ ム

4．1．乱取 り相 手 の選択 に お け る規則性 ：男女の 組 み 合 わせ に よ る乱取 り

　次 に
， 「乱取 り」練習で の 男女 の組 み 合 わせ に つ い て検討 す る 。 武道場 で の 練習

は ， 基本 的に実力 の 拮抗す る者同士 が組 に な っ て 行わ れ る 。 打 ち 込 み で は ほ とん ど

の場合 ， 体格 の つ りあ っ た 同性 ・同学年の 者が組 を作 り， そ の 組 み合わせ を固定 し

た ま ま
， 男子 は武道場奥の 「男子エ リア 」で ， 女子 は手前の 「女子 エ リア 」で ， そ

の 間 の 「境界線」 を維持 しなが ら練習が進行す る 。 しか し， 続 く乱取 りで は ，

一
回

毎に 相手 を変 え るた め ， 打ち 込 み で の 組み 合わ せ に は あ まり見 られ ない
， 学年を越

えた 組み 合わせ や ， 体重階級の 異 な る組み 合わ せ が 発現す る 。
こ の よ うな場合 ， 技

術や腕 力 に お い て相対的に 下の 者が
，

よ り上 の レ ベ ル に い る者に 対して 乱取 りの 相

手 を頼 む こ とに な っ て い る 。 具体的 に は，下 の 者が 相手に な っ て 欲 しい 部員 の も と

へ 自ら近づ い て い き ， 「お 願 い し ます」 と声 をか け る こ とで 成立 す る 。 この 場合 も，

基 本的 に は男子 同士 ， 女子 同士 の 組み 合わせ で 行わ れ る こ とが 多 い が ， 時折 り男女

の 組み 合わせ に よ る乱取 りが 行 われ る場 合 が 見 られ る 。 男女 の 組 み合 わ せ に よ る乱

取 りは ，

一
見す る と ， ジ ェ ン ダーの 分 離 を原則 とす る部 内の ジ ェ ン ダ ー

体制 を攪乱

す る現象の よ うに 見え る 。

　表 1 は ， 筆者の 観察中に 実際 に発現 した男女 の 組み 合わ せ を表 した もの で あ る 。

す べ て の 部員 を学年別 ・男女別 に ， 概ね体重 階級 の軽 い 者か ら重 い 者 の願 に 並 べ て

あ る 。 「力量 」の 欄 に は ， 体重階級だ けで は判別 しが た い 実力の 目安 を記 した 。 表 中

の 「○ 」「△ 」は そ れ ぞれ 女子 と男子 を表 し ， 乱取 りの 相手 を願 い 出た側 の 記号 を黒

く塗 りつ ぶ して ある 。 す なわ ち ， 「● → △ 」 は女 子か ら男子 へ
， 「▲ → ○」 は 男子 か

ら女 子 へ 声 をか けて成立 し た組み 合わせ を表 す こ とに な る 。

　筆者の 観察 中に発 現 した男 女 の組 み合わ せ は全部 で 9通 りで あっ た 。 これ らの組 み

〃 5

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library ServiceN 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

。
ρ

膚

レ

鞭
裂
3
レ

「

嗣
姻

期
峡
心

養
舶

却

（
腎

胡
朴！
マ

廷

一
和

麟
騨」
奪

罪
「
晦

R」
V

⊃

匠

（
的

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　。
駆
錘
為
畄

1
《
入

XS

蘇

K
魯

鬪

遡

廿

霧
ゆ

→
幅

払

二

。
卵

恒

歩
樋
姻

掴

く
週
引
e
粒

都
く
駆
楚

「
瓢
K
く
駆一
。

“

蠱
白
く
飾

．
嚇

−

本
円
蛭

岾

嵐

．
←
く
購

．
、

1
潔
冖

串
撃
埜

蝉
輦
囿

。
赫

縣
療

潟

り

ゆ

瘤

←．
ー

《
入

ス

蝉
鞏
囿
ゴ

「
以

澤」

了
郎

門

讐

ム」
e
擧

簸
只
」

〔
 

　
　

　
　
。（

曲
知
廿

豢
コ
徽

ぢ

“

二
〕」
p

抒
却

餐
邊
マ
s
製

蓄
鴫

＼
L

冬
鯉
讒
＼、
ト

悪
蒭

ミ
ト
養

望
等
拐

示
叔
．

脂

麟
齪
野

e
駟
葺
。。

卜

＼
F
誉

望。。
卜

＼

F
誉
望鴫
c

＼
ト
益
窒
喝

境

示
昧
．

輔

馨
鯉
酬
鞏
（
H

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
〈

垣
〉

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

C

へ
　．．
　．
II

　　　
　
　
　
IIII

ー
ー　　
　
　
III1

　　　
111111

　　　
　
　
111111

　
　　　
11

．．

．　　@．　　　@
　　I　@@@@　　　@@　　　　　　　　　I　　　　　　@@@
　　　　@@@@　　　I@@@　　　　　@@　　

@

　

@
　
　
I　　
　

　　

@

　

<TAB>

ぐ
<TAB>

 

<TAB>

宦

@
　

↑−
−

|旨−
<TAB>
＜

<TAB><TAB>

 

<TAB><TAB><TAB>Q

↑
−

 

　

　↑
．

c

D

旨
旨
　

　
ー

ー

c

[

　
＜
<TAB><TAB><TAB><TAB>

◎

<TAB><TAB><TAB>

怐

↓

<TAB><TAB>

◎

<TAB><TAB>

ｮ　　
↑

−
−

<TAB>
●
<TAB><TAB><TAB>

 

<TAB><TAB>
＜
　

　

　

−

　
旨
−

−
<TAB>●
<TAB><TAB><TAB>

 

<TAB>

●

　
　

−
：
−
−
<TAB>

−
i

1

@
　
−
旨

旨

@
　

　
．

v
　

　
ぐ

<TAB><TAB><TAB><TAB>

 

ぐ
　

　

↑
ー
ー

1
ー

ー
　

　
旨

II

旨
I
　

　
　

　
III<TAB>

●
<TAB><TAB><TAB>

<TAB><TAB>

θ

 
龕

濠

羅

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
　
　

　

　　　
　

銀
運
　
　　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

＼
A
県ト

[
恥
d

 
ム

ー堅

月
聾

ム

　
　

ー
略

銃

讐
ム

辛

堂

難

簿

ミ
駆
　

{
°
。

卜
　

　

　
顱

。
 

　
　

鬻

−
　

　
昭

　
　

　

　

頃

早
　

　

　

蹲

−

<TAB>
　

1

駆
鐔

ミ
鳶
［
ト

辛
島

苗

転
ー

略

球讐ム
　

＋
露
　

　　窮
<TAB>

　
　
　　

　
　
　　　
　　
　
　

　

　
　
　
　
　λ

m
−

眺

肖
舞

ム
ー

駆

d

斯
ム
銀
擇

鴇
く

蝦

チ

ト

←
寺罧誌
　＋
’。卜
　

@
　
1

°

c
卜

　
　

゜

  　

　

Kp

卜

．
　
　
　
旨

　

　

ε

−
<TAB>

ー
恥
司

聾
ム
丶

ト
ト
‡
帖

轄
彈

暴

笏

噤

@
＋

田

@　
゜

c
｝

−

　

D
。
7<TAB>

　
　

龍

灘

8
−
　

謂

･<TAB>9p

マ

寿

蚓
R
〔

ﾙ

ｮ

栓

←
　

@
　

ｿ
　

@
餓

@

　

ｿ

　

　
」　

O<TAB>

@
　

累

<TAB>

【
　
　
　

出
　
　
h
　

　

一

　

　
＝
　　

O<TAB>

固
　

　

　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

〈身体的な男性優位〉神話はなぜ維持 されるのか

合わ せ を検討 して み る と
， 乱取 り相手の 選 択に は

一
定の規則性を見出す こ とが で き

た 。 す なわ ち， （1）女子 が 男子 に相手 を頼む場 合は， 同学年か下の 学年の 男子 に限 ら

れ る ， （2）女子 が 同学年の 男子 に頼 む場合 は ， 男子 の 中で相対的に 実力の 低 い 者が 選

択さ れ や すい
， （3＞男 了が 女子 に頼む場合は， 上 の 学年の 女 子 に 限 られ る ， （4）女子 に

相手 を頼 む男子 は， 同学年の 男子部 員の 中で相対的 に実力の 低 い 者 に 限 られ る ， と

い うこ とで あ る。

　い くつ か具 体的 に 見て み よ う。 まず，   〜  の 組み 合わ せ は ，
い ずれ も女子か ら

男子 へ 声 をか けて 成立 した もの で ある 。     の 組 み合わせ に 見 られ る部員 N は 3 年

生の 女 子 キ ャ プ テ ン で
， 女子 の 中で

一
番体格 の い い 選 手で あ る 。 彼女 が もっ と も頻

繁 に 組み 合わ せ を頼む男子 は ， 同 じ 3年生 の部員 R で あ る （組 み合 わ せ   ）。 R は体

格 はい い 方だ が ， 団体戦 の レ ギ ュ ラ
ー

で は な く， 個人戦 で も 目立 っ た 成績 を あげ て

い な い
。 3年男子の 中で は相対的に 技術が未熟 な者 で ある 。 N が声 をか け る もう

…

人 の相手 は 2 年男子 の 部員 1で ある （  ）。 こ の組 み 合わせ は ， 後述す るよ うに 1 か

らN に 向けて 願 い 出 る場合 も同時 に観察 され て お り， お 互 い に声 をか け合 える対等

な関係 と見な され る 。

　    の 組み 合わせ に見 られ る部員 F は ， 2 年生女子 の 中で 唯
一

団体戦 レ ギ ュ ラー

を務 め て い る 。 彼 女が 男 子 の 中 で よ く組 む相 手 は， 同 じ 2 年 生 の 部員 1 で あ る

（  ）。 彼 は唯
一

の 中途入部者 で ある た め
，

2 年男子 の 中で 明 らか に 実力が
一
段低い

部員で ある 。 そ の 他 ， F が H と組む 場合 も見 られ た が （  ），
こ の と きは F が先輩女

子 部員 に か な り強 く促 さ れて H に声 をか けに 行 っ た の が 観察 され て お り， 自発的 に

声 をか け る こ とが で き る よ うに な る まで に は し ば ら くの 時間を要 した
。   の 2 年女

子 E と 1 年男子 C と の 組 み合 わせ は ， これ も後述す る よ うに 双 方向的な関係で あ る。

以上 の こ とか ら ， 女子 か ら男 子へ 声 をか け る場 合 に は ， 同学 年の 男子 部員の 中で 相

対的 に 力の 低 い 者か
， 下 の 学年が 選択 さ れや す い と い える 。

　そ れで は逆 に，男子 か ら女子 へ 声 をか け る場合に つ い て検討 して み よう 。 該当す

るの は  〜  の組み 合わせ で あ る。   は 2年生 の 男子部員 1 と 3年女子N の 組み 合

わ せ で
， 先述 した組み合わせ   の逆の パ ター ン で ある 。   〜   は ， 1 年男子 C と 2

年女子 E ， F ， 3 年女子 M と の 組 み合わ せ で あ る。 1 は ， 先ほ ど も登 場 した通 り，

2 年男子 の 中で もっ と も実力の 低い 選手 で あ る。 また ， 1年男子 C は ， 柔道経験者

で ある同 じ学年の B に 比 べ れ ば実力 は低い
。 以 上 の こ とか ら， 男子 か ら女子 へ 声 を

か け る場合は
， 同学 年の 男子 の 中で 相対 的 に 実力 の 低 い 者 に 限 られ て お り ， 彼 ら は

必 ず 自分 よ り上 の 学年を選択 す る こ とが わか る 。
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　乱取 り相手の 選択 に お け る以上 の よ うな規則性 は， 部員 た ちの 意識 の 上で 共有 さ

れ て い る力関係の あ り方を反映 して い る と考 え られ る 。 第
一

に
， 同学年 の 中で も っ

と も技術 の未熟 な男子部員 で も女 子部員 よ りは 「上 」 で ある と見な さ れ て い る こ と

が わか る 。 女子が 同学年の 男子 に 声 をか ける場 合 に は ， 同学年 の 中で最 も技術の 未

熟な男子 を選択 す る
一

方で ， 男子が 同 じ学年 の 女子 に声 をか ける事 例は
一

度 も見 ら

れなか っ た 。 とい うこ とは ， 同学年の 男女 に お け る力関係 は絶対的 に「男子 〉女子 」

とい う認識 が共有 され て い る とい うこ とに な る 。 第二 に ， 「女子 〉 男子 」とい うジ ェ

ン ダー間の 力関係 の逆転現象は ， 常 に学年の 上 下関係 として 読み替 え られ る とい う

こ と で ある 。 男子が 女子 に声 をか け る場合 は上 の 学年の 女 子 に 限 られ るた め
， 「先

輩〉 後輩」の 力関係 に読 み 替 え られ ， 男子の 女子 に対す る基 本的な優位性 は覆され

ない の で あ る 。 第三 に
， 男子 の 優位性 を脅か しか ね な い 女子か ら男子 へ の 「身の 程

知 らずな （思 い が けな い ）挑戦」は あ らか じめ 禁 じ られ て い る こ とが わか る 。 よ り

実力の 高い 者 に対 して 相手 を頼 む の で あれ ば ， 女子が上 の 学年 の 男子 へ 声 をか け る

組み 合わ せ が成立 して もお か し くない のだが ， 実際 に は
一・

度 も起 こ らなか っ た 。 下

の学年の 女 子 と上 の 学年の 男子 とで は
，

〈ジ ェ ン ダー〉 と 〈学年〉 と い う二 重 の 「力

の差」が存在す る 。
こ の よ うに

， 「力の 差」が あ ま りに も大 き い と見な され る組 み合

わ せ は ， 暗黙の うち に許 され て い ない と見 るべ きで あ ろ う 。 なぜ な ら ， 万
一

女子 が

男 7一を負か す よ うな こ とが あれ ば， 男女 の力関係 は根底か ら覆 され る こ と に なる か

らで あ る 。

　以上 の よ うに ，

一
見 ， 部内の ジ ェ ン ダ ー

体制 を攪乱 して い るか の ように見 えた男

女 の組 み合 わせ に よ る乱取 りとい う現象は ， 「男子 〉 女子 」と い う力関係を覆さ な い

限 りに お い て ， すなわ ち ， 〈身体的な男性優位〉とい う神話 を侵犯 しな い 形 で の み生

起 して い た こ とが 明 らか に な っ た 。

4．2． 男子部員の 危機感

　 それ で はなぜ， 〈身体 的な男性優位〉を維持す る の に この よ うな規則性が必要に な

るの だ ろ うか 。 本来 ， 本 当に男子 の絶対的 な力 の優位性が存在 す るの で あれ ば， ど

の よ うな組み 合わせ が 生 じて もか まわ な い はずで あ る 。 次に挙 げる男子 部員の 言葉

は ， そ の 理 由を示 して い る 。

筆者　もし もタ イ チ くん ， 3 年に な っ て か ら例えばアヤ さ ん か ら 〔乱取 りの 相手

　　を〕お願 い され た ら どう思 う ？
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〈身体的な男性優位〉神話はなぜ維持されるのか

タ イチ 　い や ，
ど う思 うっ て い うか ，

男性調査者　誰が ？

タイチ　 自分が 。

男性調査者　タ イチが ？

まず勝て るか どうか が心配 。

（2000年 3 月 ）

　彼 は 3 年男子 の 中で 最 も体格 が よ く， 第三 者か ら 見れ ば女子 に 負け る こ とな ど あ

りえない と思える部員で あ っ た 。 その 彼で す ら， 本心で は絶対 に 女子 に 負けな い と

い う確信 を抱 い て い るわ けで はな い こ とが わか る 。 男子部員た ち は ， 女子 に対す る

絶対的な 自信 を持 っ て い るわ けで はな く， む しろ負か され るか もしれ な い と い う危

機感を抱 い て い る の で あ る 。

　実際 ， そ う した危機感が現実化す る場面 もある。毎年秋 に行 わ れ る 「学年別大会」

は ， 各校が学年別 に団体チ ーム を組ん で参加す る試合で ある 。 原則 と し て 男子選手

が メ ン バ ー に選 ばれ る が ， 男子 の 人 数が足 りない 場合は女子 をメ ン バ ー
に 含 め る こ

とが で きる 。 そ の た め ，

一
部の 試合で男子 対 女子 の公 式戦が 実現 す るの で あ る 。 A

中で は前年度 ， 男子 の み で 構成 され た 2年生 チーム （＝ 現 3年生 ） が他校の 男女混

合 チーム とあた り，

一
人が 女子 に 負け る と い う 「事件」が あ っ た

。
そ の と き の様子

を知 る他の 部員 に よれ ば ， 負 けた瞬間 ， 彼 は シ ョ ッ クで 呆 然 と して い た と い う。 ま

た ， 調査年度 の 1司じ大会で も ， 他校の 重 量 級の 男子が 中量 級 の女 子 に
一

本負 けす る

と い う 「大事件 」が あ っ た 。 こ の と き負け た 男子選手 は泣 い て い た とい う
〔8）

。

　 〈身体的 な男性優位〉 の 神話が強固 に存在する
一

方で ， 男子 は女子 に 負か され る

不安 に 常に 戦々 恐々 と して い る 。 彼 らは ， 男子 の 絶対的 な力 の優位性 とい う もの は

幻想 で しか な い こ とを実 は よ く知 っ て い るの だ 。 絶対的な真理で あ る か の よ うに 見

え る く身体的 な男性優位〉 の 神話 は ， 常 に突 き崩 され か ねな い 脆い もの で あ る。 だ

か ら こそ
， 乱取 りの練習で は 「男子 〉女子」の 力関係 を脅か さない 組 み 合わせ だ け

が 選択 され る ような規則性が 必要 と され るの で ある 。

5 ．　 ス ポー ツ に 埋 め込 まれ た 〈身体 的な男性優位〉 神話

　個々 の ス ポーツ実践 は， 常 に ス ポーツ界全体 ， 及 び当該 ス ポーツ競技を め ぐる状

況 の 影響下 に ある 。 A 中柔道部に お い て ，

一
定の ジ ェ ン ダ ー

体制が 維持 され て い る

の も ， それ を攪乱 す る要因 を常に 無効化 して し ま うよ うな社会的な文脈 か ら自由で

はない か らで あ る 。
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　柔道の 場合 ， 明治期に 講道館柔道が創設 され て 11年後 に は女子 に 門戸が 開放され

た が ， 形 と乱取 りを中心 と し
， 女子 が 試合をす る こ と は長 ら く禁 じ られ て きた とい

う歴史が あ る。 女子 柔道の競技化 は 1950年代以 降， 日本 よ り先 に オ ー
ス トラ リアや

ヨ ー ロ ッ パ で 始 ま っ た
。 今で こそ オ リン ピ ッ ク等で 日本の 女子選手の 活躍が 注目さ

れ て い る が ， 日本で 最初 に女子 の 大会が 開か れ た の は 1978年で あ り， 口本に お け る

女子 柔道の 競技 と して の 歴史 は意外な ほ ど浅 い （柳沢 ・山口　1992， 8−1 頁）。 国際

柔道連盟 （IJF）に よ れ ば
， 柔道の 競技人 口 に 女性が 占め る割合は ， 段 を持た な い 者

で 約 2割 ， 有段者で は約 1割で あ り， 現在 で も圧倒的 に男性 の ス ポ ー
ツ で ある こ と

が 分 か る （IJF　 2003）。

　女子 柔道が柔道の 歴史の 中で 男子の 柔道 と異 な る もの と して 扱われて きた こ とは ，

段位 の 取得 をめ ぐっ て
， 男女 の 昇 段資格に若 干の 違 い が設 け られて い る こ とに も表

れ て い る 。 柔道 の 競技者 に とっ て ， 初段 の資格 を取 り， 黒 帯 を手 に す る こ とは ， そ

れ まで 培 っ て きた 実力を形 にす る と い う象徴 的な意味合 い を持 っ て い る 。 A 中柔道

部で は ， 男子 は 2 年時に ， 女子 は 3 年時 に そ れ ぞれ昇段試験 を受 け に 行 き
， 初段 を

取得 す る こ とに な っ て い る
 

。 筆者が観察 した 年 ，
T 先生 は 2年男子 と 3年女子 へ

同時にA 中オ リジナル の黒帯をプ レ ゼ ン トす る こ とに して い た の だ が ， ち ょ う ど 3

年生 の修学旅行 中に 2 年男子が先 に黒帯を手 に す る と い う出来事が あ っ た
。 彼 らは

さ っ そ く黒帯 に巻 き替 え ， 嬉 し さで 顔 をほ こ ろ ばせ なが ら も ，
い つ も以 上 の 気合い

で 練習 に取 り組み 始め た 。 「黒帯」が 柔道 に 対す る彼 らの モ チ ベ ーシ ョ ン を高めた こ

とは 明 らか で あ っ た 。 数 日後， 修学旅行か ら帰 っ て きた 3 年女 子 は ， 自分た ち よ り

先 に黒帯 を 巻い て い る 2年男子 の 姿を 日 にす る。 この よ うな形 で黒 帯取得時期 に男

女差が 生 じて し まう と い う事実 は， 女 子部員が男子部員 と同等の 立場 に はな い の だ

と い うこ と を象徴的に 突 き つ けた
。

　昇段資格 が 異 な る と い う こ と は ， 女子 の 段位が 男子 の段 位 と同 じで は な い とい う

こ と を意味 す る 。 男 子 の 「柔 道」 と 「女 子 柔道 」 とは ，
ル ール は 同 じで も競技 とし

て は別物 と して 位置付け られ て い る の で あ る 。 公式試 合が通常男女別 に 大会が組 ま

れ て い るの も ， それ らが別 の 競技 として位置付 け られ て い る か らに他 な らない
。

　同様の こ とは， 他の 多 くの ス ポー
ツ に つ い て もい え る こ とで ある 。 球技で は男女

で ル ール が 異な る もの が珍 し くな い し ， そ もそ も男性あ る い は女性 しか 参加 しに く

い 環境 に あ るス ポー
ツ も多い

。
ル ール や競技環境 が同 じ場合 で も ， た い て い の ス ポ

ー
ツ は基 本的に 男女別 に争わ れ る た め ， 同 じス ポ ーツ に 従事 する 女性 と男性 は ， 同

じ競 争に 参加 して い る こ とに は な らな い
。 ス ポーツ に お い て は ， 男女 は初 め か ら「異
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　　　　　　　　　　　　　　　　　〈身体的な男性優位 〉神話はなぜ維持され るのか

なる競争」 （吉原　1998） に組 み 込 まれ て い る。
い わ ば

，
ス ポー ツ と い う領域全体

が
， 男女を1司等 に競わ せ な い よ うな シ ス テ ム を有 して い るの で あ る 。 ス ポ ーツ に お

ける ジ ェ ン ダー体制 に は ， 〈身体的 な男性優位〉神話が 埋 め込 まれ て い る と い え よ

う。

6 ． 〈身体 的 な男性優位 〉 神話 は なぜ 維持 され る の か

　 こ れ まで の 検討か ら ， 冒頭 に挙 げた 女子 部員 の 言葉 が なぜ 発せ られ た の か が 理 解

で きるだろ う。
A 中柔道部の 男女部員 は ， 同じ時間 ， 同 じ空 間で ， 同 じ練習 を行 っ

てい るに もかか わ らず，徹頭徹 尾，性別 に よ り異 な る基準 に 貫か れ て い た 。 女 子 が

男 子 と同様 の練習 を い くら頑張 っ て も ， 男子 と同 じ土俵で 競争す る こ とに は な ら な

い
。 男女 は常に 異 な る競争に 参加す る た め ， た と え女子が男子 よ り優れた成績を修

めた と して も， 男子 に 勝 っ た こ とに はな ら ない の で ある 。 女 子部員 は ， 自分 よ り実

力の 優る男子 との直接対決の機会 を持た な い まま ， 彼 ら と 自ら と を比較 し ， 「男子 に

は か なわ な い 」 こ とを了解 し て い く。 他方 ， 男子 は
， 女子 の 「身 の程知 らず な 偲

い が けない ）挑戦」を受 ける危 険か ら常 に守 られ て お り， そ の た め ， 認識 レ ベ ル で

の男子 の普遍 的優位性 は傷 つ か な い
。 〈身体 的な男性優位〉の神話 は ， 個々 の ス ポー

ツ 実践 の 中に あ る こ の よ うな メ カ ニ ズ ム に よ っ て 維持 され て い る 。 そ して その よ う

な個 々 の 実践 は ，
ス ポ ーツ と い う領域全体 が ジ ェ ン ダーに よ り分割 さ れ て い る と い

うジ ェ ン ダー
体制 に よ っ て 産 み 出 され て い る と同 時に

， そ の よ うな ジ ェ ン ダー体制

を絶 えず構成す る要素に もな っ て い る 。

　本稿 は ， ス ポ ー
ツ の 実践 とい うモ メ ン トを通 して く身体 的な男性優位〉 神話が 維

持 さ れ る メ カ ニ ズム の 具体的様相 を示 した 。
こ の 問題 は， 「ス ポー ツ に お ける男女 の

境界線 を
一

切 な くせ ばよい の か ？」 な ど と い う短絡的な議論 に 矮小化さ れ て は な ら

な い
。 わ れ われ が考 え るべ き こ とは ，

ス ポ ーツ実践 が 〈身体 的な 男性優位〉 神話 の

維持 に利用 され て い る とい う事実に即 して ， 神話 を い か に解体す るか と い う こ とで

ある 。 女子柔道部員 に 見 られ た よ うな ， 部 の ジ ェ ン ダー体制 を攪乱 させ る実践の 積

み 重ね は ， 場合 に よ っ て は ジ ェ ン ダー
体制 の あ り方 その もの を変 えて い く契機 に な

りうる 。 重要な こ とは ， 神話の 存在 を意識 で き る よ うな ジ ェ ン ダー ・セ ン シ テ ィ ブ

な感覚 を育て る こ と ， そ して ， ジ ェ ン ダー体制を変動させ る よ うな個 々 の 実践 をサ

ポー
ト して い くこ とで は な い だ ろ うか 。
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〈注〉

（1） 例 え ば ， 98年に 東京都の 中学生 を対象に 行 われた調査で は
， 「男 は女 よ り体力が

　 あ る」 と い う項 目 に 82．3％ が 肯定 的 な回答 を示 して い る （羽 田 野 　1999， 158

　頁）。

  　本質主義的 な ジ ェ ン ダー観 の 根本 に ある の は生殖機能 に 関わ る 性差 の 存在 と い

　 う問題で あるが
， 本稿で は ， 運 動 ・ス ポーツ に関わ る 〈身体的な男性優位〉 の 問

　題 に焦点化す る もの とす る。

  　「平等主義ア プ ロ ーチ」の 限界が 自覚された後 ， 日本の 「ジ ェ ン ダー と教育」研

　究 は，新 しい 枠組 み と して ポ ス ト構造主義 フ ェ ミ ニ ズム の 導入 を提唱 して きた （中

　西 ・堀　前掲， 西躰　1998）。 本稿はポ ス ト構造主義 フ ェ ミニ ズム の 経験的研究を

　め ざす もの で あ る。

　　 こ の 動 向に疑 問 を呈 し ，
マ ル ク ス 主 義 フ ェ ミ ニ ズ ム へ の理 論的貢献 をめ ざすべ

　 きだ とす る意 見 もあ る が （橋本　2003），
マ ル ク ス 主義 フ ェ ミニ ズ ム は ， 性別役割

　分業 と して 要約さ れ る よ うな 「労働の 問題」 に は有効で あるが ， そ の 背後に あ る

　 「身体の 問題」を十分 に 扱え ない とい う限界 を もつ （江原 　1995， 22−36頁）。 どの

　理論 を採用す べ きか の 判 断は ， その 研究が扱 お うとす る問題 の 質や水準 に よ っ て

　異 なるの で あ り， 「ジ ェ ン ダー と教育」研究 もまた ， 特定 の フ ェ ミ ニ ズム 理論 に固

　執 す る必要 は な い と考 え る 。

（4） 実施 した調査の 概要 は以下 の 通 り。 観察期問の うち，
99年 4 月〜 7 月 は ほ ぼ 週

　 1 回 ， 放課後 の 活動 を観察 した ほか
， 校外 で の公 式試合 に も同行 した 。 その 過程

　 で ， 顧問教師 ， 部員 ， OG ， 保護者 に対 する イ ン フ ォ
ー マ ル なイン タ ビ ュ

ーを行 っ

　た 。 8月以降は ほ ぼ 2 ヶ 月ご と に訪問 し， 可能な 限 り上記の対象 に対す るイ ン タ

　 ビ ュ
ー を継続 した 。 3 月下句 ， 卒業 した 3 年牛部員 8名全 員に対 し， そ れぞ れ30

　分 〜 1時間半 の 録音 を と もな っ た個別 イ ン タ ビ ュ
ーを行 っ た 。 さ ら に 追加調 査 と

　 して
， 〔）O年 4 月〜 7 月 に か けて

， 柔 道部以 外 の 部活動 に 参加す る生徒に 対 す る部

　 ご との グル ープ ・イ ン タ ビ ュ
ーを行 っ た 。 なお ， A 中学校柔道部 の フ ィ

ール ド調

　査 は ， 矢野博之氏 （現 ・ 大妻 女 子大 学） と筆者 との共 同調査 として行 っ た もの で

　 あ る 。 イ ン フ ォ
ー

マ ン トとの ラ ポール 形成 に 際 して は， 矢 野 氏 の 力 に拠 る とこ ろ

　が 大 きか っ た 。 また ， 本稿執筆 に あた っ て も共 同調査 者 として 的確な示 唆 をい た

　だ い た 。 記 して 感謝した い
。

（5） 1999年当時 は週 5 日制 へ の移行期間中で ， 毎月第二
， 第 四 土曜 日が休 み とな っ

　て い た 。
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〈身体的な男性優位〉神話はなぜ維持されるのか

（6） 2000年 6 月の イ ン タ ビ ュ
ーに お ける 女子テ ニ ス 部員 の 発言 よ り。

（7） た だ し
， 頻度 は ご く限 られ てお り， 観察期間中に筆者が確認で きた の は 2 回 だ

　 けで あ る。

（8＞ 1999年 9 月13円の 矢野氏の 報告 に よ る。

（9） こ の 黒帯取得時期 の 男女 に よる ズ レ に は
， 柔道 の 昇段資格 に 関す る規 定 が か か

　 わ っ て い る。詳細 は講道館 （1983）を参照 の こ と 。
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ABSTRACT

    How  Is the Myth  of  
"Male

 Physical Superiority" Sustained?

Mechanisms of  Gender Reproduction in a Junior High School Judo Club

                                       HATANO,  Keiko

Research Fellow  of  Japan Society for the Premotion ef  Science,

                      Graduate School, University of  Tokyo

            7--3 1 Honge,  Bunkyo-ku,  Tokyo, 113--O033 Japan

                              Email: RXL16142@nifty.com

The purpese of  this paper is to clarify  the mechanisms  for the  reproduction  and
                                                               .
sustenance  of  the myth  of  

"male
 physical  superiority"  through sport  practice,

using  data frorn field research  in a  judo club  at a junior high schoel.  The  myth

of 
"male

 physical superiority"  refers  to the social  belief that 
"rnales

 are  superior

to females in physical capabilities,"

    The  judo club  is one  of  the best sport  c]ubs  of  the school,  and  its training

is the hardest. Unlike other  sport  clubs,  boys and  girls always  practice  together

following the same  practice  schedule.  However,  during practice, it is found that

they  are  always  gender-segregated,  and  boy-dominated. That  is to say,  the

gender equality  of  the practice schedule  and  gender  segregation  of  the･physical

relationship  are  the gender systems  of  the judo club.
    In the budo-jo Gudo-training room),  a  fixed "borderline"

 can  be observed

between  boys and  girls. The practiced  area  for the girls is only  a  third of  the size

of  that fer boys. Girls occasionally  try to pass  across  the 
"borderline,"

 but the

subversiun  is only  transitory, and  the beys' domination  of  the budo-jo never

wavers.

    Next, the paper analyzes  boy-and-girl pairings  for randori  (technical train-

ing in pairs). When  choosing  a  randori  partner, weaker  players must  ask  the

stronger  players. The boy-and-girl pairings  seem  like a  subversion  of  gender

segregatien,  but in reality  a  regularity  can  be seen  in the pairing  that  does not

subvert  the male-dominated  gender  relations.  For example,  whereas  a girl will

ask  a  boy from the same  year, boys will only  ask  girls who  are  their seniors.

     Not  enly  judo, but almost  all sperts  have  systems  that segregate  males  and

females, and  prevents  them  from  competing  with  one  another.  Gender  systems  in

sport  are  utilized  to sustain  the myth  ef  
"male

 physical  superiority."  The  myth

is reproduced  by various  sport  practice, such  as  the  ones  observed  in a  judo club,

which  are  produced  from a gender-segregated  sport  system.
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